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オフィシャルイベント

  

会　期：�【リアル会場】	 2023年11月29日（水）～12月2日（土）10：00～17：00	
【オンライン会場】	2023年11月22日（水）～12月15日（金）

会　場：�【リアル会場】	 東京ビッグサイト 東1～8ホール、西3・4ホール	
【オンライン会場】	オンライン上

主　催：（一社）日本ロボット工業会／日刊工業新聞社
後　援：�経済産業省／厚生労働省／農林水産省／国土交通省／総務省／文部科学省／

日本商工会議所／新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）／	
日本貿易振興機構（JETRO）／日本放送協会（NHK）

対　象：ロボットに興味があるすべての方
公式サイトURL：https://irex.nikkan.co.jp/

総来場者数（参加数）：148,125人（2022年：62,388人）
　内訳：（国内入場者数（参加数）：139,090人　海外入場者数（参加数）：9,035人）
ビジネスエリアの来場者数（参加数）：上に同じ
出展社数：654社・団体
　内訳：（国内出展社数：533社　海外出展社数：121社）
出展参加国と地域数：17の国と地域
バイヤー数：不明
内訳：不明 
商談件数：相当数
成約金額：不明 
プレス社数：116社

■開催内容
　国際ロボット展は1974年の初開催以降、隔年で開催し、今年で25回目を迎えた。
近年では“世界最大規模のロボット専門展”として、国内外から高く評価されている展示
会で、世界中のロボット関係者やユーザーが集う2年に一度のイベントである。
　「2023国際ロボット展」は、人とロボットの共存・協働によるSDGsの達成を目指し、「ロ
ボティクスがもたらす持続可能な社会」をテーマに開催した。会期中は、国内外の最先
端のロボットやAI・ICT・要素技術などロボットに関わる高度な技術が一堂に展示され
た。近年のロボット利活用の広がりを受け、BtoBの枠だけでなくBtoC要素も成長を続
けている。
　メインステージでは経済産業省やNEDO、IFRといった団体の登壇はもちろん、「機動戦士ガンダム」「スマート農業」「大阪万博」
「生成AI」といった話題性のあるテーマを核にプログラムを実施した。

■2023年度の新規取り組みとその成果・特色など
　日本未来科学館と連携したスペシャル展示企画や、SDGsを意識した大手ロボットメーカー合同展示などはもちろん、デジタル
ハリウッド大学とコラボレーションしたPRムービーコンテストでは多くの学生から応募があり、入賞作品はTVCMなどでも放映さ
れた。
　土曜日限定企画「つくる☆さわれる国際ロボット展」では質・量ともに強化し多くの若年・ファミリー層から反響があった。
　また前回（2022年）開催では新型コロナウイルス感染症の影響で海外来場者が減少傾向にあったため、改めて海外来場誘致
施策を強化し、OverseasLoungeを設置するなど、国際展としての認知向上にも努めている。

2023国際ロボット展�
［INTERNATIONAL ROBOT EXHIBITION 2023（iREX2023）］




